
【教育目標】

・ 自ら学習する生徒

・ 正しく判断できる生徒

・ 健やかな生徒
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充実した２学期に！
キーワードは「個人の努力と集団の協力」

この２学期を充実したものにするためのキーワードは「個人の努力と集団の協力」です。２学期には、

様々な行事が控えていますが、行事は一人一人が自分自身の役割をしっかり果たし、お互いを認め励まし

合い協力してこそ、感動し、成長できる機会となります。

また、３年生にとっては、2学期は正念場です。この秋の日々の努力と学級・学年での学び合いが、皆

さんを進路目標実現へと導いてくれます。

皆さんが、一人一人の努力と集団の協力によって、大いに学び合い、個人として集団として成長するこ

とを期待しています。 （２学期始業式式辞より）

相馬地方中学校英語弁論大会

創作の部 第４位 柚原花音さん
相馬地方中学校英語弁論大会が、８月２９日（火）相馬市民会館で開催されました。本校からは、暗唱

の部に遠藤直希君（２年）、創作の部に荒金里紀君（３年）、柚原花音さん（３年）の３名が出場しました。

３人とも堂々と立派な発表でした。その中で、柚原花音さんが、４位入賞を果たしました。

相双駅伝競走大会
相双駅伝競走大会が、９月５日（水）に小高中学校周辺コースで行われました。台風一過の晴天のもと、

女子は１０：００、男子は１１：３０にスタートし、チームの想いが詰まった襷をつなぎ、女子は１０位、

男子は１１位でゴールしました。

夏休み中の練習を頑張れたことやレースで走り切って襷をつなげたことは、それぞれの自信になったこ

とと思います。今回の経験を今後の学校生活にも活かしてほしいと思います。

＜英語弁論大会に参加して ３年 柚原花音さん＞

私はこの大会に出るのは今回で２回目でした。昨年とは違い創作

の部での出場だったので大変でした。日本語で原稿を書くことから

始めなければならなかったので、原稿づくりに時間がかかってしま

い、覚える段階で焦ってしまいましたが、入賞できてうれしかった

です。この経験を、将来、十分に生かすことができるように、これ

からも英語の勉強を怠らないようにしたいです。

＜女子＞

１区 渡部瀬莉さん（２年）２区 齋藤日南さん（３年）

３区 塚部綾菜さん（２年）４区 早川萌里さん（３年）

５区 小澤萌音さん（２年）

＜男子＞

１区 池田颯人君（２年） ２区 相澤伊織君（２年）

３区 佐藤春人君（２年） ４区 遠藤直希君（２年）

５区 荒金里紀君（３年） ６区 岡夏輝君（３年）


